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XML形式のファイルを読み込むには

オブジェクト.Import(Url, Overwrite)

s解説
XML形式のファイルをブックに読み込むには、XmlMapオブジェクトのImportメソッ
ドを使用します。オブジェクトには、ブックとXMLスキーマの対応付けを表すXmlMap
オブジェクトを指定します。Importメソッドを実行すると、引数Urlに指定されたXML
ファイルが開いて、入力されている各要素のデータが、対応付けられているセルやテーブ
ルの列に読み込まれ、Importメソッドは、その読み込み結果をXlXmlImportResultク
ラスの定数で返します。

s設定する項目
オブジェクト ‥‥‥‥XmlMapオブジェクトを指定します。

Url ‥‥‥‥‥‥‥‥読み込むXML形式のファイル名を指定します。パスを含めて
指定することができます。

Overwrite ‥‥‥‥既存のデータを上書きするにはTrue、上書きしない場合は
Falseを指定します。省略した場合はFalseが指定されます
（省略可）。

読み込みたいXMLファイルの内容が正しく記述されていないと、XML解析エラーが発生
します。

エラーを防ぐには

定数 値 内容

XlXmlImportResultクラスの定数

xlXmlImportSuccess 0 XMLファイルが正常に読み込まれた

xlXmlImportElementsTruncated 1
ワークシートに対してXMLファイルが
大きすぎたため、あふれたデータは切
り捨てられた

xlXmlImportValidationFailed 2
XMLファイルの内容が指定された
XMLスキーマの定義と一致していない

XML形式のデータを文字列型の変数に出力するに
は、XmlMapオブジェクトのExportXmlメソッド
を使用します。引数Dataに出力先の文字列型
（String）の変数を指定します。ExportXmlメソッ
ドも、Exportメソッドと同じように、出力結果を
XlXmlExportResultクラスの定数で返します。

たとえば、XML データを、文字列型の変数
myXMLDataに格納するには、次のように記述しま
す。なお、文字列型の変数に格納されたXMLデータ
の内容を確認するには、「Debug.Print XMLデータ
を格納した変数名」と記述してイミディエイトウィ
ンドウに出力します。

XML形式のデータを文字列型の変数に出力するには
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